




経済研究所 / Institute of Developing


















































































や 国 民 解 放 軍（Ejército de Liberación Nacional：
ELN）， 労働者革命党（Partido Revolucionario de 
















































ベタンクール 1982～1986 交渉（FARC）→ 合意→ 一部，合法政党化（UP 党）→ 失敗
バルコ 1986～1990 交渉（M-19）→ 合意→ 恩赦，合法政党化（AD M-19 党）
ガビリア 1990～1994 交渉（PRT, EPL, MAQL, CRS など）→ 合意→ 恩赦。交渉（FARC）→ 失敗
サンペール 1994～1998 交渉（ELN）→ 失敗
パストラーナ 1998～2002 交渉（FARC, ELN）→ 失敗→ 軍事的圧力
ウリベ 2002～2010 交渉（パラミリタリー）→ 成功，軍事的圧力／交渉（ELN）→ 失敗
サントス 2010～ 交渉（FARC）→ 合意
（出所） ［Aguilera 2013: 132-154］および［López 2016: 22-23］を参考に筆者作成。
（注） UP 党は愛国同盟党，AD M-19 党は M19 民主同盟党，CRS は社会主義革新潮流の略である。
表 2　武装組織ごとの和平プロセスの概要
非合法武装組織 和平プロセス 政権 武装放棄者数 処罰
M-19（4 月 19 日運動） 1990 バルコ（自由党） 900 人 恩赦
EPL（コロンビア人民解放軍） 1991 ガビリア（自由党） 2000～2520 人 恩赦
MAQL（キンティン・ラメ武装運動） 1991 ガビリア（自由党） 157 人 恩赦
PRT（労働革命党） 1991 ガビリア（自由党） 200 人 恩赦
CRS（社会主義革新潮流） 1994 ガビリア（自由党） 433～747 人 恩赦
Milicias（民兵組織） 1994 ガビリア（自由党） 650 人 恩赦
FFG（フランシスコ・ガルニカ戦線） 1994 ガビリア（自由党） 150 人 恩赦
（出所） ［Aguilera 2013: 132-154］および［López 2016: 22-23］を参考に筆者作成。








































ていたとみられる［千代 2015, 58］。 そのため，ウ
リベ大統領は「民主的安全保障政策（Política de 






























































表 4　1950 年と 2004 年の社会の変化
　 1950 年 2004 年
平均寿命 48 歳 72 歳
死者数（1000 人あたり） 170 人 5.48 人
幼児死亡率（1000 人あたり） 130 人 25.6 人
非識字率 38.0 ％ 7.6 ％
就学年数（15 歳以上） 2.2 年 7.6 年
初等教育普及率 43.0 ％ 114.6 ％
貧困率 85.0 ％ 52.6 ％
人口 1240 万人 4530 万人
農村人口割合 70.8 ％ 25.0 ％
殺人件数（10 万人あたり） 35 人 55 人
水道普及率 6.4 ％ 94.0 ％
電気普及率 25.8 ％ 94.0 ％
失業率 6.4 ％ 14.3 ％
（出所） ［López 2016, 48］をもとに筆者作成。
表 3　各政権における FARC 幹部の逮捕または死亡
2004 年 ウリベ政権 シモン・トリニダ，ソニア
2007 年 ウリベ政権（サントス国防大臣） ネグロ・アカシオ，マルティン・カバジェロ
2008 年 ウリベ政権（サントス国防大臣） ラウル・レジェス，イバン・リオス，マヌエル・マルランダ（病死）
2010 年 サントス政権 モノ・ホホイ














































サントス大統領とティモチェンコ FARC 司令官会談（最終合意の署名期限を 6 カ月後に） 
国民投票に関する法案提出
2016-1 国連安全保障理事会が監視団派遣を可決
2016-3 最終合意署名期限→間に合わず国民に不信感，ケリー米国務長官と FARC 幹部の会談
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立場を保持していた［El Espectador, 8 de agosto de 













































は，2005年に「民主独立の 極」（Polo Democrático 
Independiente）」党に「民主的なもうひとつの選択




















































































⑵ 国民登録局が 公表し て い る 結果で は 開票率
99.98％ と な っ て い る。 な お， 得票数は 賛成が
637万7482票， 反対が643万1376票で あ っ た。 
http://plebiscito.registraduria.gov.co/99PL/























Independiente Renovación absoluta） の 略 語 で
ある。 1972年にコロンビアで創設されたプロテ

























Aguilera, Mario 2013. “Un pacto parcial de paz. la 
negociación con el M19, el EPL, el Quintín Lame 
y el PRT (1990-1991).” en Insurgencias, diálogos y 
negocaciones:centroamérica, Chiapas y Colombia. ed. 
Regalado, Roberto. Bogotá, D.C.:Ocean Sur.
García Durán, Mauricio 1992. De la Uribe a Tlaxcala: 
procesos de paz, Cinep, Bogotá, D.C.
López, Claudia 2016 ¡Adiós a las FARC! ¿y ahora qué?, 
,Bogotá, D.C.:Editorial Debate.
Semana 2005 “Sí hay guerra, Señor Presidente” 
no.1188, 24-28.
― 2016 “Religión y política” no. 1800.
（せんだい・ゆういち／帝京大学専任講師）
